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ンター用地取得ンター用地取得
してまいります。
　今定例会では、田富北小学校東側の甲府市水源用地に学校給食センターを整備するための用地や設計
に関する補正予算などが議題となりました。議決されたことで、いよいよ周辺一帯の整備事業が本格的に
スタートすることとなりました。今回は、その「学校給食センターの整備」にスポットを当てて特集します。

討　論
反 対 討 論

・給食センターの建設を前提とした不動産取得には反対
中央市の給食は現状の自校方式を推進すべきと考えており、給食センターの建設には賛成
できない。

◆不動産取得の件

◆一般会計補正予算

かねてより学校給食は、自校方式が良いと主張してきた。リニア整備に伴い移転を余儀なく
されるが、学校給食室も補償の対象となり、自校方式を継続することは可能と考える。

・自校方式の継続を訴える立場から反対

議会からの質疑
問　今回取得する土地はリニアが通過して
分断されるが、分かれた内の給食センタ
ーを建てない方の土地はどう利用する
のか。
答　具体的な活用方法は現時点で決まっ
ていないが、駐車場などの利活用は検
討している。

問　リニアで分断される内、給食センター
を建てない方の土地は購入しなくても良
いのでは。
答　甲府市水道局との協議の中でも、一
括購入を前提で進めてきた。

　より安心・安全な学校給食の提供のため、文部科学
省から平成21年に学校給食衛生管理の新基準が示され
ました。
新基準の中では新たに
①「汚染作業区域(下処理室など)」、「非汚染作業区域(
調理室など)」、また「その他の区域」を部屋単位で区分
すること。
②跳ね水による二次汚染の防止や細菌の増殖を抑制す
るため、ドライシステム（全ての排水が排水管を通して流
れる方式）を導入すること。
③内外の空気を分断するため、外部に開放される部分
にはエアカーテンを設置すること。
などが挙げられています。
　現在の学校給食施設の状況を鑑みる中で、これらの
基準をクリアするため、学校給食センターの新設につい
て協議してきました。

新しい学校給食センターがなぜ必要？
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特集 学校給食セ学校給食セ

現施設の視察（平成27年7月豊富小学校）

○平成28年度一般会計補正予算（第5号）
・給食センター建設用地取得
・給食センター設計業務委託

1億3,940万円
2,116万円

○不動産取得の件
・学校給食センター用地として、甲府市から
　土地を取得するもの

12月定例会で審議された
給食センター整備に関するもの

　平成23年9月に「市内すべての学校給食を共同調理することは可能であり、新基準に合致した給食センター
を建設することが望ましい」とする旨の答申が出される。

◆市長からの諮問により議員を含めた中央市給食施設検討委員会が発足。（平成22年2月）

　答申に沿った方式を見直し、旧田富・玉穂・豊富の各3地区に給食センターを建設する整備案を再検討する
よう請願が提出され、現施設の視察や担当課を交えた勉強会をする中で3か月間におよぶ審議を重ね、昨年9
月定例会にて起立採決の結果「不採択」とした。

◆「中央市給食センター整備に関する計画等の策定に係る請願」が提出される。

　反対討論があり、起立採決の結果「可決」。また、追加提案された用地取得の件についても同様に起立採
決の結果「可決」された。

◆今定例会の補正予算で「給食センター設計業務委託」および「給食センター建設用地取得」が予算計上される。

　本市では、平成37年に予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、田富北小学校の移転を始めとし
た周辺一帯の大規模整備事業が計画されています。議会では、平成23年から全議員を委員としたリニア中
央新幹線対策特別委員会を立ち上げ、メリット・デメリットを含めた多くの調査・研究をしてまいりました。
議会だよりでは「特集」を組み、田富北小学校周辺一帯の大規模整備事業の進捗状況を皆さまにお伝え →
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とこたっま決で会例定月12

9億262万円を追加9億262万円を追加
　12月定例会は12月6日から12月20日までの15日間の会期で開催され、市長提案の条例関係7案
件、補正予算5案件、その他5案件、議員提案の委員会条例改正1件を審議しました。また、最終日には不
動産取得の件について追加提案され、審議しました。

総額130億3,324万円に
一般会計補正予算

一般会計補正予算のおもな内容一般会計補正予算のおもな内容一般会計補正予算のおもな内容一般会計補正予算のおもな内容

総務費
番号制度に伴うシステム改修業務委託等
法人事業所への還付金の支払いによる不足分

353万円
600万円

民生費
臨時福祉給付金支給事業
豊富保育園の大規模改修工事に係る設計業務委託
子ども医療費助成金支給事業
介護保険特別会計への繰出金

8,101万円
939万円
840万円

▲2,778万円

農林水産業費
農産物直売所「た・から」事務室他改修工事等 747万円

教育費
三村小学校プール改修工事
田富南小学校プール改修工事
田富北小学校移転計画業務委託
給食センター設計業務委託

4,233万円
4,536万円
1,218万円
2,116万円

諸支出金
給食センター建設用地取得
財政調整基金積立金

1億3,940万円
2億9,676万円

改修予定の豊富保育園

側面がテープで補修されている三村小学校プール

特別会計補正予算

後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計

会計名

26万円

▲7,569万円

1,863万円

5,563万円

補正額

2億2,844万円

19億1,655万円

2億8,234万円

13億8,408万円

総　額
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とこたっま決で会例定月12

教育予算を中心に教育予算を中心に

○税務課に関係する案件は総務教育常任委員会で審査するようになります。
（中央市議会委員会条例の改正）

　常任委員会で審査する所管の見直しを行いました。平成29年2月20日から税務課に関する審査は厚生
常任委員会から総務教育常任委員会へ変更します。

議員提出議案（条例改正）

○市の5件の施設について指定管理者が決まりました
◆中央市交流促進センター・農産物直売所・農畜産物処理加工施設（道の駅とよとみ）

     ⇒　一般財団法人　中央市農業振興公社

◆中央市与一弓道場　  ⇒　株式会社　えべし

◆中央市豊富郷土資料館　  ⇒　株式会社　えべし

◆中央市シルク工芸館ふれあい館　 ⇒　株式会社　えべし

◆中央市豊富シルクの里公園　 ⇒　株式会社　えべし

　道の駅を除く4施設は一体的に管理運営する一括公募。民間活力の導入による成果に期待します。

指定管理者の指定

おもな条例改正
○「庁舎整備室」及び「リニア交通政策課」が新設されます。
（中央市行政組織条例の改正）

　新庁舎整備とリニア中央新幹線の開通を見据えた組織機構の改編に伴い、平成29年4月1日から「庁舎
整備室」及び「リニア交通政策課」が新設されます。

○敬老祝金の支給対象が満88歳及び満100歳に達する方になります。
（中央市敬老祝金支給条例の改正）

　満77歳、満88歳、満99歳、満100歳に達する方を対象に支給されていた敬老祝金ですが、敬老祝金支
給制度の見直しに伴い、敬老祝金の支給対象が満88歳及び満100歳に達する方になります。
※満100歳に達する方への支給は、従来通り市内に10年以上居住されていることが要件です。



6

とこたっま決で会例定月12

第２回臨時会 平成２８年第２回中央市議会臨時会が１１月３０日に
開催され、市長提案の条例案件３件、補正予算８件
を審議しました。また、報告が１件ありました。

報　　告
和解及び損害賠償額の決定
　車道内の瑕疵による事故にかかる和解および損害賠償額について専決処分の報告がありました。

補正予算

※いずれも、給与改定等による補正をしました。

中央市一般会計補正予算（第４号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

介護保険特別会計補正予算（第２号）

下水道事業特別会計補正予算（第２号）　

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）

上水道事業会計補正予算（第２号）《収益的支出》

1,704万円を追加

45万円を追加

4万円を追加

49万円を追加

46万円を追加

15万円を追加

6万円を追加

27万円を追加

（総額 121億3,061万円）

（総額 38億9,545万円）

（総額 2億2,818万円）

（総額 19億9,224万円）

（総額 13億2,845万円）

（総額 2億5,582万円）

（総額 8,681万円）

（総額 2億5,072万円）

条例改正
○職員の給料月額や扶養手当の額また職員や特別職、議員の期末・勤勉手当
　の支給率が変わりました
・中央市職員給与条例
・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の改正
・議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例　　　　　
　人事院勧告などにより、職員の給与月額や扶養手当の額、また勤勉手当の支給率などが変わりました。
また、職員の給与改定等に照らし合わせ、常勤の特別職や議員の期末手当の支給率も変わりました。

豊富庁舎2階に整備された豊富中央公民館を視察

豊富庁舎に整備された
新しい豊富中央公民館
を視察しました
　今定例会最終日の閉会後、豊富庁舎
に新たに整備された豊富中央公民館を
視察してきました。
　多目的トイレの新設や段差の解消など、
公民館として環境改善が進んでいます。
　今後も利用者目線に立った運営を期待
します。
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平成28年第4回定例会審議結果 ○賛成 ×反対（名執義髙議長を除く）

・平成28年度中央市介護保険特別会計補正予算（第3号）
・平成28年度中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
・指定管理者の指定の件
・指定管理者の指定の件
・指定管理者の指定の件
・指定管理者の指定の件
・指定管理者の指定の件
・不動産取得の件
・中央市議会委員会条例中改正の件

・中央市職員給与条例中改正の件
・中央市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例中改正の件
・中央市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件
・平成28年度中央市一般会計補正予算（第4号）
・平成28年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・平成28年度中央市介護保険特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）
・平成28年度中央市上水道事業会計補正予算（第2号）

とこたっま決で会例定月12
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条例
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○×○×○○○○○○○○×○○○○

可
決○×○×○○○○○○○○×○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成
28
年度
補正
予算

その他

議員提出

条例
改正

平成
28
年度
補正
予算

・中央市行政組織条例中改正の件

・中央市国民健康保険税条例中改正の件
・中央市敬老祝金支給条例中改正の件
・中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
　に関する基準を定める条例中改正の件
・中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
　及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
　予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
　中改正の件
・中央市公民館条例中改正の件
・平成28年度中央市一般会計補正予算（第5号）
・平成28年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

・中央市税条例等中改正の件

平成28年第2回臨時会審議結果
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新都市公園には防災機能を充実させ
防災・減災対策の強化を図ります
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促
進
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
徹
底
や
、

医
療
費
の
適
正
化
等
に
向
け
、

連
携
・
協
力
を
図
る
事
項
を

定
め
、
全
国
健
康
保
険
協
会

山
梨
支
部
と
締
結
し
ま
し
た
。

協
力
関
係
を
更
に
強
め
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
健
康
的
な

生
活
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

 

新
設
す
る
公
園
の
規
模
や

設
置
場
所
の
協
議
・
検
討
を

行
い
、
救
助
復
旧
の
活
動
拠

点
や
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

等
の
避
難
拠
点
機
能
も
有
す

る
約
5
㌶
の
公
園
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

 

沿
線
の
大
部
分
で
中
心
線

測
量
が
完
了
し
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
な
る
道
水
路
の
付
替

え
説
明
会
や
、
用
地
測
量
説

明
会
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
に
つ

い
て
も
策
定
に
向
け
意
見
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
、

リ
ニ
ア
効
果
の
実
感
と
享
受

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
表
彰
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ス

ポ
ー
ツ
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
本
市
の
名
を
高
め

る
と
と
も
に
、
感
動
と
勇
気
・
夢
や
希
望
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
方
々
を
顕
彰
す
る
「
中
央
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
」

を
新
た
に
創
設
し
、
こ
の
た
び
、
平
野
美
宇
選
手
に
大
賞

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

平野選手へ中央市スポーツ栄誉大賞を贈呈

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

健
康
づ
く
り
推
進
に

向
け
た
覚
書
の
締
結

田
富
北
小
学
校
移
転
に

伴
う
新
都
市
公
園
建
設

行
政
報
告

市
庁
舎
整
備

指
定
管
理
者
の
指
定

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
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都市基盤の整備に努める

総合球技場を中央市に

金丸　俊明 議員

能
力
開
発
を
図
る

人
材
育
成
は

議
員

関　

敦
隆

金
丸
議
員　

①
リ
ニ
ア
駅
開

業
を
見
据
え
、
周
辺
整
備
事

業
計
画
に
お
け
る
総
合
球
技

場
の
受
け
皿
と
な
る
場
所
を

提
案
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

②
駅
周
辺
の
都
市
計
画
の
見

直
し
と
、
関
係
先
へ
の
働
き

か
け
は
。

市
長　

①
市
の
考
え
を
ま
と

め
、
県
に
対
し
て
要
望
す
る
。

②
進
行
中
の
県
の
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
と
整
合

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
30
年

度
か
ら
31
年
度
に
か
け
、
市

の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
を
見
直

す
。

関
議
員　

①
職
員
研
修
の
計

画
的
な
実
施
は
。

②
研
修
期
間
と
具
体
的
内
容

に
つ
い
て

③
職
員
の
能
力
把
握
は
。

総
務
課
長　

①
市
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
階
層
研
修
や

能
力
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

②
期
間
は
研
修
に
よ
り
異
な

る
。
内
容
も
、
各
階
層
の
研

修
や
能
力
開
発
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。

③
今
年
度
か
ら
自
己
申
告
に

よ
り
特
性
・
能
力
・
意
向
を

把
握
し
、
公
務
能
率
の
増
進

を
図
る
。

関
議
員　

①
人
事
異
動
の
希

望
に
つ
い
て
。

②
残
業
管
理
と
評
価
に
つ
い

て
。

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
育
成

に
つ
い
て
。

④
昇
任
・
昇
給
に
つ
い
て

総
務
課
長　

①
調
査
を
行
い

適
正
配
置
の
参
考
と
す
る
。

②
時
間
外
勤
務
は
縮
減
対
策

に
則
っ
て
実
施
。
時
間
外
勤

務
に
関
わ
ら
ず
、
人
事
評
価

制
度
に
基
づ
き
評
価
。

③
人
事
評
価
制
度
で
設
定
し

た
目
標
に
向
け
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
過
程
で
、
能
力
開
発
・

育
成
が
さ
れ
る
と
考
え
る
。

④
市
の
昇
格
運
用
基
準
に
よ

り
昇
任
等
行
っ
て
い
る
。

関
議
員　

①
専
門
的
知
識
を

も
つ
職
員
の
把
握
・
育
成
に

つ
い
て
。

②
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
の

業
務
委
託
に
つ
い
て
。

総
務
課
長　

①
採
用
時
、
資

格
の
確
認
を
し
て
い
る
。
所

属
に
よ
っ
て
随
時
専
門
の
研

修
を
受
講
し
、
業
務
に
活
か

し
て
い
る
。

②
先
進
事
例
に
携
わ
っ
た
経

験
を
有
す
る
業
者
に
資
料
収

集
や
委
員
会
の
運
営
支
援
な

ど
を
委
託
。

リニア駅予定地周辺から見た中央市

問質般一

評価と育成の相乗効果を
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田富よし原処理センター

道路の陥没と補修のようす

早期に公共へ切り替えたい

田富よし原処理センター区域内
の整備方針は

伊藤　公夫 議員

伊
藤
議
員　

田
富
よ
し
原
処

理
セ
ン
タ
ー
区
域
内
の
下
水

道
管
渠
の
整
備
方
針
は
。

下
水
道
課
長　

稼
動
開
始
か

ら
39
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
。
早
期
に

公
共
下
水
道
へ
の
切
替
え
を

進
め
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。
処
理
区

域
全
体
は
公
共
下
水
道
の
排

水
区
域
と
し
て
都
市
計
画
決

定
し
、
下
水
道
事
業
計
画
区

域
の
変
更
も
既
に
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
へ

切
替
え
る
た
め
の
排
水
系
統

の
具
体
的
な
整
備
に
も
着
手

し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
斉
藤
雅
浩
議
員

▼
宮
川
弘
也
議
員

田
中
議
員　

妊
婦
相
談
の
実

態
と
子
育
て
支
援
の
拡
充
に

つ
い
て
。

健
康
推
進
課
長　

妊
娠
の
届

出
時
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
全

戸
訪
問
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
等
、
切
れ
目
な
い
支
援
を

図
っ
て
い
る
。

田
中
議
員　

①
道
路
の
陥
没

事
例
と
補
修
実
績
、
ま
た
空

洞
化
診
断
は
。

②
災
害
時
の
二
輪
車
の
活
用

は
。

建
設
課
長　

①
平
成
27
年
度

は
24
カ
所
、
今
年
度
は
30
カ

所
の
陥
没
を
把
握
・
補
修
し

た
。
25
年
度
、
道
路
ス
ト

ッ
ク
総
合
点
検
事
業
と
し
て

舗
装
路
面
調
査
を
実
施
し
た
。

平
成
30
年
度
の
維
持
管
理
修

繕
計
画
の
策
定
に
向
け
、
空

洞
化
診
断
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

危
機
管
理
課
長　

②
消
防
団

に
13
名
の
赤
バ
イ
ク
隊
を
編

成
。
初
期
消
火
な
ど
機
動
性

を
発
揮
し
た
活
用
を
想
定
し

て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
田
中
輝
美
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

切
れ
目
な
く
支
援
す
る

妊
婦
相
談
の
拡
充
は

議
員

田
中　

清
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秩序ある土地利用に努める

リニア効果を実感できる
まちづくりは

渡辺　亨 議員

議
員

田
中　

輝
美

金
銭
給
付
以
外
の
施
策
を
実
施

新
婚
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
は

渡
辺
議
員　

①
リ
ニ
ア
駅
近

郊
の
開
発
は
。

②
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
は
。

シ
ル
ク
ラ
イ
ン
延
長
線
の
橋

の
新
設
は
。

③
空
き
家
の
実
態
調
査
と
専

任
担
当
者
の
設
置
に
つ
い
て
。

市
長　

①
県
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
に
対
応
し
、

秩
序
あ
る
土
地
利
用
、
都
市

基
盤
整
備
を
進
め
る
。

②
リ
ニ
ア
駅
と
身
延
線
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
。

「
長
期
計
画
」
に
位
置
づ
け

て
い
る
。

政
策
秘
書
課
長　

③
空
き
家

実
態
調
査
と
並
行
し
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
設
置
に
向
け
協

議
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は

専
任
担
当
者
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

田
中
議
員　

①
国
の
「
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
活
用
や
、
市
独
自
の

支
援
策
は
。

②
妊
娠
初
診
費
用
の
助
成
は
。

市
長　

①
金
銭
給
付
に
よ
る

支
援
は
検
討
し
て
い
な
い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
く
施
策
の

展
開
を
更
に
図
る
。

健
康
推
進
課
長　

②
現
時
点

で
は
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

妊
娠
中
の
生
活
や
栄
養
相
談

等
に
努
め
る
。

田
中
議
員　

子
育
て
応
援
ア

プ
リ
の
推
進
は
。

政
策
秘
書
課
長　

情
報
収
集

に
努
め
、研
究
し
実
施
の
是
非

に
つい
て
判
断
す
る
。

田
中
議
員　

B
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
の
周
知
に

つ
い
て
。

健
康
推
進
課
長　

事
前
に
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
検
診

時
等
で
周
知
し
、
4
月
以
降

生
ま
れ
た
対
象
児
に
は
個
別

に
予
診
票
を
送
付
、
10
月
以

降
は
窓
口
で
直
接
渡
し
て
い

る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関　

敦
隆
議
員

延伸が望まれるシルクライン

世田谷区で配信されている子育て応援アプリ
（世田谷区HPより）
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国レベルの法整備を

公契約条例は

木下　友貴 議員

木
下
議
員　

①
中
央
市
の
公

契
約
の
現
状
は
。

②
公
契
約
条
例
の
制
定
は
。

管
財
課
長　

①
27
年
度
、

2
7
8
件
。
本
市
の
発
注
に

関
連
し
て
、
賃
金
未
払
い
訴

訟
等
は
承
知
し
て
い
な
い
。

市
長　

②
適
正
な
労
働
条
件

確
保
は
重
要
。
国
レ
ベ
ル
の

法
整
備
が
望
ま
し
い
。
法
制

化
を
働
き
か
け
る
。

木
下
議
員　

①
市
内
の
区
画

線
の
現
状
は
。

②
「
消
え
た
・
見
え
に
く

い
」
区
画
線
の
塗
り
直
し
は
。

建
設
課
長　

①
パ
ト
ロ
ー
ル

等
で
把
握
し
て
い
る
。

②
緊
急
性
を
考
慮
、
早
急
な

対
応
に
心
が
け
る
。

木
下
議
員　

就
学
援
助
金
支

給
の
時
期
は
。

教
育
長　

10
月
に
初
回
分
を

支
給
し
て
い
る
。
新
入
学
用

品
費
の
早
期
支
給
を
検
討
し

た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
関　

敦
隆
議
員

総
務
教
育
常
任
委
員
会

指
定
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

中
央
市
公
民
館
条
例
中
改

正
の
件

〈
生
涯
教
育
課
〉

問　

従
来
の
豊
富
中
央
公

民
館
か
ら
大
幅
に
変
わ
る

が
、運
用
に
関
す
る
調
査
は
。

答　

利
用
者
の
方
々
と
の

2
度
に
渡
る
協
議
の
上
、意

向
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を

実
施
。施
設
の
貸
出
は
暫

定
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、問
題
点
等

あ
る
場
合
は
新
年
度
に
向

け
速
や
か
に
対
処
す
る
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

〈
財
政
課
〉

問　

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
が
減
額
さ
れ
市
債

を
増
額
し
て
い
る
が
、交
付

金
減
の
理
由
は
。

答　

申
請
し
た
補
助
率
か

ら
、実
際
の
補
助
率
が
低

下
し
た
。幹
線
道
路
整
備

の
た
め
事
業
費
を
減
額
で

き
ず
、財
源
を
合
併
特
例

債
に
組
替
え
た
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

田
富
北
小
学
校
移
転

先
の
地
質
調
査
は
ど
の
よ

う
に
調
査
す
る
の
か
。

答　

今
の
施
設
に
影
響
な

い
場
所
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
。

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

雇
用
の
創
出
に
つい
て
説
明

を
。

答　

地
域
振
興
の
拠
点
と

し
て
憩
い
の
場
、交
流
の
場

を
創
出
す
る
。新
た
に
体

験
教
室
を
組
合
せ
た
宿
泊

ツ
ア
ー
や
ア
ー
ト
フェス
テ
ィ

バ
ル
、健
康
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
予
定
。
H
P
や

S
N
S
に
よ
る
情
報
提
供
、

ま
た
職
員
へ
の
接
遇
研
修

や
A
E
D
管
理
士
の
資
格

取
得
も
行
う
。各
施
設
を

複
合
的
に
利
用
で
き
る
パッ

ク
券
販
売
も
計
画
。雇
用

に
つ
い
て
は
、率
先
し
て
市

内
に
居
住
す
る
者
の
採
用

を
図
る
。

問　

公
園
遊
具
の
管
理
に

つ
い
て
、老
朽
化
や
破
損
に

よ
る
費
用
負
担
等
の
取
り

決
め
は
。

答　

協
定
書
に
よ
り
リ
ス

ク
分
担
表
を
作
成
。管
理

運
営
、整
備
維
持
管
理
と

し
て
1
件
30
万
円
未
満
は

株
式
会
社
え
べ
し
、そ
れ
以

上
は
市
の
負
担
。

指定管理される豊富郷土資料館（左）とシルクふれんどりぃ（右）

消えかけている道路の区画線
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厚
生
常
任
委
員
会

豊
富
保
育
園
の
ト
ー
タ
ル
的
な
設
計
は

中
央
市
税
条
例
等
中
改
正
の
件

〈
税
務
課
〉

問　

市
民
に
関
係
す
る
省
エ
ネ
住

宅
の
減
税
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説

明
を
。

答　

特
定
の
条
件
下
に
お
い
て
、

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
を
お
こ
な

っ
た
場
合
に
固
定
資
産
税
を

1
/
3
に
減
額
す
る
。

中
央
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
中
改

正
の
件

〈
高
齢
介
護
課
〉

問　

敬
老
祝
い
金
に
代
わ
り
人
間

ド
ッ
ク
へ
の
補
助
等
を
お
こ
な
う

と
い
う
説
明
だ
が
、
当
事
者
が
有

難
い
と
感
じ
る
施
策
の
提
供
が
必

要
と
感
じ
る
が
。

答　

色
々
な
受
け
と
め
方
が
あ
る

が
、
健
康
寿
命
の
維
持
の
方
に
政

策
転
換
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
央
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
中
改
正
の
件

〈
高
齢
介
護
課
〉

問　

条
例
改
正
に
よ
る
効
果
的
な

支
援
へ
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

地
域
住
民
と
の
交
流
を
は
じ

め
た
。
自
治
会
を
通
じ
て
地
域
行

事
や
防
災
訓
練
に
も
関
わ
り
な
が

ら
、
事
業
内
容
や
活
動
状
況
を
知

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

近
隣
の
豊
富
小
学
校
の
整
備

や
豊
富
公
民
館
の
解
体
工
事
な
ど

を
加
味
し
、
豊
富
保
育
園
の
ト
ー

タ
ル
的
な
設
計
を
検
討
す
る
考
え

は
。

答　

集
約
的
に
公
共
施
設
が
あ
る

地
域
で
、
小
学
校
プ
ー
ル
の
解

体
・
新
設
に
伴
い
活
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
生
じ
る
た
め
、
今
後
の

状
況
に
よ
り
検
討
す
る
。

産
業
土
木
常
任
委
員
会

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
建
設
課
〉

問　

田
富
玉
穂
大
津
線
の
整
備
進

捗
状
況
は
。

答　

補
償
算
定
が
終
了
し
、
現
在

は
順
次
用
地
交
渉
中
。
進
捗
は
ほ

ぼ
予
定
ど
お
り
。

〈
都
市
計
画
課
〉

問　

東
花
輪
駅
前
か
ら
田
富
玉
穂

大
津
線
に
至
る
市
道
工
事
を
小
井

川
駅
方
面
ま
で
延
伸
す
る
よ
う
な
、

リ
ニ
ア
開
通
と
道
路
整
備
の
一
体

的
な
考
え
は
。

答　

幹
線
道
路
網
の
基
本
計
画
の

中
で
、
東
花
輪
‐
小
井
川
駅
間
を

道
路
で
繋
げ
る
計
画
は
あ
る
。

〈
農
政
課
〉

問　

集
積
が
困
難
な
耕
作
放
棄
地

の
開
発
は
、
中
間
管
理
機
構
の
発

展
的
な
計
画
に
取
入
れ
る
こ
と
は

可
能
か
。

答　

豊
富
地
区
北
部
で
は
国
庫
補

助
事
業
に
よ
る
圃
場
整
備
や
道
水

路
の
布
設
な
ど
の
大
規
模
な
基
盤

整
備
事
業
を
計
画
中
。
農
業
法
人

等
に
貸
出
す
こ
と
で
耕
作
放
棄
地

を
解
消
し
、
こ
こ
を
核
と
し
て
周

辺
に
広
げ
て
い
く
計
画
。

平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

〈
下
水
道
課
〉

問　

こ
の
時
期
に
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
が
増
額
補
正
さ
れ
た

理
由
は
。

答　

県
か
ら
交
付
金
の
追
加
交
付

の
打
診
が
あ
り
申
請
し
た
。

集
積
困
難
な
耕
作
放
棄
地
の
開
発
は

東花輪駅から小井川駅へ向かう道路



トーポレ会員委

14

閉会中の常任委員会　調査・研究報告
◆日　時　平成28年11月7日（月）
　　　　　13時30分～
◆テーマ　改築した「山梨県消防学校」の視察について

　総務教育常任委員会は、平成28年3月に竣工
した、今福地区にある「山梨県消防学校」を視
察しました。
　消防学校では、消防職員に対する山梨県の災
害特性に応じた専門的かつ実践的な教育をおこ
なうと同時に、自主防災組織等への教育訓練・
研修も実施しています。また、大規模災害発生
時には自衛隊等の応援部隊の基地局として機能
することも想定されているそうです。
　視察では救急実習室や分析室のある教育管
理棟、山岳救助訓練施設・迷路訓練室がある総
合訓練棟など、各施設の設備・機能について説
明を受け、災害に対する知識を深めました。委員
からは地元自治会が受けた研修について質問
があり、防災の講和や消火訓練、救急通報の知

識習得、火災体験などの研修内容も確認しまし
た。
　今回の視察を活かし、防災に関する更なる啓
蒙活動・政策立案を検討してまいります。

閉会中の常任委員会　調査・研究報告
◆日　時　平成28年11月2日（水）
　　　　　13時30分～
◆テーマ　本市の貧困対策の取り組みについて

　子どもの貧困が深刻化しています。貧困率は
16.3％と過去最悪になりました。今や、6人に1人
が貧困に悩み待ったなしの対策が求められてい
ます。
　今回は「本市の貧困対策の取り組み」につい
て、実態把握するために本市の現状と、どのよう
な支援が行われているのかを、教育委員会、福
祉課、子育て支援課出席のもと行われました。
　生活保護に至る手前の段階で、自立相談支援
事業により相談体制を整えています。就労支援
で仕事につき生活を確保できるような支援、又、
ひとり親家庭への様々な支援・就学援助・教育
相談・ボランティアによる学習支援等、数々の支
援を行っている事がわかりました。
　更に、気軽に相談できる体制や、貧困の連鎖

に歯止めをかけるなどの課題に向け、議会として
できる事に取り組んでまいります。

山梨県消防学校の分析室

市職員による食品提供（フードドライブ）の取組み
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　庁舎整備特別委員会では、増設庁舎及び既存庁舎のレイアウト・各課の配置図が示され、担当課
から説明がありました。委員からは、防災面や市民の利便性について確認されました。また、傍聴席の
バリアフリー化については、スロープの設置やスペースの拡充、フラット化などの意見が出されました
が、構造上の問題等から車いすのリフトを新設したいとの説明を受けました。今後も、進捗状況等に
ついて随時お伝えしてまいります。

　リニア中央新幹線対策特別委員会
では、県・市の動きや進捗状況が担当
課から報告され、今回はリニアへ電力
供給するための送電線の鉄塔建設に
ついて説明がありました。委員からは、
景観を妨げないよう、山の稜線を避け
るよう要望していることが報告されま
した。
　また「まちづくり」についても各委員
から多数の意見が出され、協議を重ね
ました。

閉会中の常任委員会　調査・研究報告
◆日　時　平成28年10月31日（月）
　　　　　13時30分～
◆テーマ　農業振興について

　産業土木常任委員会では、農業振興策の先
進地である北杜市で視察研修を行いました。
　北杜市産業観光部の農政課から、市の農業の
足跡、企業型農業参入のきっかけ、気候的・環
境的優位点等の説明を受けました。また、現在
20社が参入を決定し、事業着手をしている内の1
社「アグリマインド」の現地視察を行いました。
　区画整理された広大な耕作放棄地（桑園跡
地）、アジアで初めて導入されたというオランダ
型の最先端技術を有した施設、スケールの大き
さに驚くとともに考え深いものがありました。
　経営利益を目的としない農地利用は、これか
らの農業維持を考えた時の解消と観光資源、財
産活用のヒントになると思いました。

景観の阻害が懸念される山の稜線（豊富地区）

最先端技術を有した栽培施設
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3常任委員会合同

平成28年11月10日（木）～11日（金）日　程
長野県　小諸市・安曇野市（新庁舎整備について）
　　　　佐久市（新幹線駅周辺の整備について）

研修先

庁舎づくりからひとづくり・まちづくり

　小諸市は古くから交通の要所として、また城下町と
して栄えた人口約4万3千人の市です。行政の中心とし
て、また防災拠点や教育・文化の発祥の地として、コン
パクトシティの核となる庁舎とコミニティスペースや図
書館を中心とした複合施設が併設整備されていまし
た。更に、地域医療の核となる小諸厚生総合病院も同
一敷地内に建設中で、3施設の相乗効果による中心市
街地の活性化を考えた庁舎づくりをしていました。

小諸市役所新庁舎

新幹線を拠点とした佐久市の開発

　佐久市は高速道路や新幹線の開通以来、佐久平
駅周辺が大きく発展する中で、上田市と並ぶ都市とし
て地位を確立しつつあります。平成17年には合併によ
り10万人都市となりました。新幹線開通に向けて駅周
辺整備の検討委員会を立ち上げ、駅周辺の位置付
け・都市基盤整備・まちづくりの方向性や課題につい
て具体的な検討がされてきたそうです。周辺にはパー
クアンドライド機能のための駐車場整備やJR小海線
の駅整備等、検討から実現に至ったものが多くあり、
リニア開通を見据えた中央市においても大変参考に
なりました。

北陸新幹線佐久平駅周辺整備

　合併により平成17年に発足した人口約10万人の市です。上記コンセプトのもと、新庁舎は景観に融
合し、ユニバーサルデザインが採り入れられた、市民がくつろぎ安心して利用できる建物となっていま
した。また、ワンストップサービス推進を図るため、窓口を1階に集約することで機能の充実や利便性
を確保していました。構造・設備面では、防災拠点として利用できるよう免震構造が採用され、間伐
材の利用や自然採光・自然換気・雨水貯水槽など、環境や経済性にも配慮されていました。

質実剛健で、市民に喜ばれ、次世代へ引き継がれる庁舎
安曇野市役所新庁舎

フラット化されている議場（小諸市）

駅の北口に整備された大型立体駐車場
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3月議会は、次のとおりの予定となります。平成29年3月定例会の予定
午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分

開　会
総務教育常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
予算特別委員会

（水）
（金）
（月）
（火）
（水）

1日
3日
6日
7日
8日

午前9時30分
午前9時30分
午前10時
午前10時
午前10時

予算特別委員会
予算特別委員会
一般質問
一般質問
閉　会

（木）
（金）
（火）
（水）
（金）

9日
10日
14日
15日
17日

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。
　変更される場合がありますのでご了承ください。
　詳細はHP等でもお知らせします。

http://www.city.chuo.yamanashi.jp/gyosei/gikai_info.php

議会情報の
HPもご覧ください。

フードバンク山梨の倉庫視察のようす

　10月5日（水）千葉県松戸市議会の政策実
行フォーラム所属議員6名が、中央市とNPO法
人フードバンク山梨が締結した「子どもの貧困
対策連携協定」について、行政視察に訪れま
した。
　市の教育委員会とフードバンク山梨に対応
いただき、協定を基に小学校と連携した夏休
み期間中の食料支援を行う取り組み等につい
て研修を行いました。研修後にはフードバンク
山梨の倉庫も見学し、集まった食品の管理や
仕分けなどのオペレーションについても説明を
受けました。

視察研修受け入れ
千葉県松戸市議会
政策実行フォーラム

　山梨県市議会議長会より、山梨県市議会議長
会の会長として会の発展に寄与した旨の感謝状が
贈呈されました。

感謝状の贈呈

●山梨県市議会議長会　感謝状
　贈呈者　名執　義髙　議長

松戸市議会の政策実行フォーラム（右）
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今福

石原　　洋

地域ぐるみで子どもを育てよう
　放射能汚染から3人の息子を守るため家族5人で
自主避難しました。避難先を決める事も引越しをす
る事もすべて自分たちで行うしかありませんでした。
「果物がたくさん穫れるから山梨が良いよ」と言っ
た息子の言葉に背を押され、調べた結果、中央市を
選びました。医大や環状道路により交通網が充実、
行政機関やスーパー・田畑がある事で生活全体に
安心感が得られると想像したからです。
　実際生活し、間違いはなかったと5年経った今も、
感じております。新たに家族も増え、長女は紛れも
ない山梨生まれです。私は、家族6人の食を支える
ため畑を借りています。農機具のない私に近所の方
は皆親切に力を貸してくれます。ありがとうございま
す。皆さんのおかげで、この地で生きていこうとの思
いが強くなりました。
 先日、福島県伊達市にある夫の実家へ自作の大根
と干柿…そして、中央市ブランド米「富穂」を送りま
した。「中央市は、とても住みやすくお米もおいしい
です。名付け親は私です。」と、手紙を添えて。

　我が家の東の道が田富南小学校の通学路になっ
ていて、朝の登校時には高学年の旗を持った子を
先頭に男女合わせて10人位の子ども達が元気に登
校しています。どこの女の子なのか、知らない子ども
達から「おはようございます」と元気にあいさつをさ
れました。私は「あ！おはよう」と返しはしましたが、
子どもから先にあいさつされた事に恥ずかしさすら
感じ、次の朝は私の方から先に大きな声で「おはよ
う」と声を掛けました。すると、前には声の無かった
男の子からも「おはようございます」が返ってきて大
変嬉しく感じました。
　最近は朝、子ども達とあいさつをするのが楽しみ
です。「あの子の名前は？」「お父さんは？」私の歳
ではおじいちゃんでないと知らないとは思いますが。
田富南小学校の東のフェンスに「目指せ、あいさつ
日本一」の大きな横断幕があり、上段に「地域と共
にある学校、気づき、考え、実行しよう」と強調して
あります。地域ぐるみで子どもを育てる。この事が非
常に大事であり、また子ども達のためになるかと思
います。子どもに負けないよう、あいさつをしましょう。

下成島2区

佐藤　貴子

福島から山梨へ～避難から定住～

編　集　後　記

　この冬はインフルエンザやノロウイルスなどが流行し、
猛威をふるいました。まだまだ寒い日が続きます。特に
インフルエンザは2～3月に流行ることもあります。ぜひ
健康に気をつけてお過ごしください。
　昨年もまた、戦火が絶えない年となってしまいました。
特に12月議会の会期中にはシリアの内戦で、政府と反
政府勢力との戦闘や、ロシア軍の空爆などでアレッポを
始め、シリア各地で罪のない市民が多数虐殺されたとい
う非常に痛ましいニュースが入ってきました。亡くなられ

た方々の冥福と難民となり避難されている方々が一刻も
早く落ち着けるよう願うものです。そして、今年こそは戦
争・紛争のない世界になってほしいと祈らずにはいられ
ません。

［木下友貴］
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